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Daily  Market Report 2020/ 8/ 6 

2020.8.7 

 

「高値圏のビットコイン、市況の好転も上値重いか」 

Daily Point  

・東京株式 続落＝業績厳しく先行き警戒（時事通信） 

・米新規失業保険申請、１１８万６０００件＝前週比２４万９０００件減―労働省（時事通信） 

・ＮＹ金 １０日連続で史上最高値更新（時事通信） 

・米国務省、海外渡航勧告のレベル４を解除（Bloomberg） 

 

BTCJPY 15 分足 当社取引ツールより作成 

昨日（8/ 6）の BTC 相場は小幅続伸。 

東京時間では前日(8/5 )終値の 124.5 万円から、株式市場の下落に連れ安する形で、
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122.5 万円まで値を下げた。その後、ゴールドの上昇を受けてか、15 時から一転して反発

し 124.3 万円まで値を戻した後、124 万円前後でもみ合いの展開となった。 

NY 時間では、新規失業保険申請件数（季節調整済み）が予想の 140.0 万件に対し、

118.6 万件（前週比 -24.9 万件）と発表され、予想に反して３週ぶりに改善した点が好感

され、NY ダウ先物は上昇基調に転換した。BTC も連れ高となったがドル建ての BTC 価

格における 12,000 ドルが意識されると上値は重く、円建てでも 124 万円から 125 万円台

前半の狭いレンジで推移した。 

午前 3 時になると、米国民に勧告されていた海外渡航中止が一部解除されニュースが伝

わり、株式市場は一段高。BTC も 125 万円台半ばまで上抜けたものの上値は重く、125.6

万円台で高値を抑えられると一時 122 万円まで下落する場面もあった。その後は買い戻さ

れ 125 万円台前半まで戻したが、荒い値動きとなった。 

 

・イーサリアム急上昇中 

 

ETHJPY・BTCJPY 比較チャート 当社取引ツールより作成 

イーサリアムは今年に入ってから 200％近く上昇している。要因としてはイーサリアム

2.0 に向けた期待や、去年の二倍のトランザクションが決済されていることなどがあげら

れるが、今回はテクニカル分析の面から今後の展開を見ていく。 
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・長いレンジからの離脱

 

ETH JPY 週足 当社取引ツールより作成 

 まず週足での意識されている価格帯を見ると、①84,000 円、②54,000円、③39,000円、

④33,000円、⑤10,000円付近があげられる。2018/8/20 から 2020/7/20 までの約二年間は

レンジ A を推移しており、支持線⑤に 2 回、抵抗線④に 2 回跳ね返されていることがわか

る。 

先月イーサリアムはその長いレンジ相場から脱し、実線ベースでしっかりと抵抗線④を

超え抵抗線③に到達した。現在はゴールデンクロス（短期移動平均線（14 日）が中期移動

平均線（100 日）を上抜け）が発生し、さらに抵抗線③が支持線③へと変わり次なる目標

である抵抗線②に向かって上昇していくかどうかという局面である。 

 だが、上昇スピードも速いことから、RSI（14 日）では、80％を超え買われすぎのサイ

ンが出ている。2017 年 7 月以来で見ると、RSI が 80%を超えたことは、3 回存在してお

り、いずれも大きく下落している。 

1 回目は 2017 年 7 月頃、2 回目は 2017 年年末頃、3 回目は 2019 年 5 月頃となってお

り、1 回目、2 回目は高値から 50％以上の下落が見られ、RSI は 90％を超えていた。3 回

目は約 20％で、RSI は 83％程となっていることから、現在の 80％を超えている水準より

上では高値警戒感から、下落に転じる可能性もあると考える必要があるだろう。 
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・まとめ 

現状イーサリアムは高値圏で推移している。今後は、更に続伸し、50,000 円越えの抵抗

線②（54,000 円）を攻略できるかがポイントだろう。RSI の過熱感からいったんは調整する

局面も想定しておく必要はあるが、中長期においては強い上昇トレンドの最中であること

に変わりない。急激な変動に注意しつつ今後の展開を追って行きたい。 

（8 月 7 日 6:00 作成時点） 

銘柄別価格前日比 (%)  

 社内データより作成 

8 月 6 日営業日の全暗号資産終値の前日比は上記グラフの通り。 

平均値は-0.25％、中央値は-1.17％、標準偏差は 3.70％。 

最大上昇銘柄は XEMJPYの 9.46％で、最大下落銘柄は ETCJPYの-3.61％。 
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24 時間 ボラティリティ (%)  

 
社内データより作成 

8 月 6 日営業日の全暗号資産の 24 時間ボラティリティは上記グラフの通り。 

平均値は、5.59％、中央値は 4.46％、標準偏差は 3.18％。 

最もボラティリティが高かった銘柄は XEMJPY で 12.92％。一方最もボラティリティの

低かった銘柄は BAT JPYの 2.39％であった。 
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◆ 本資料においてお客様に提供される情報は、株式会社DMM Bitcoin が収集・作成等したものです。 

◆ 本資料は、一般的な情報提供を目的に作成されたものであり、暗号資産取引の勧誘を目的としたものではありません。 

◆ 本資料は、本資料作成時点で株式会社DMM Bitcoin が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保

証するものではありません。 

◆ 本資料の情報によって生じたいかなる損害についても、株式会社DMM Bitcoin および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

◆ 本資料のグラフ・データ等は、過去の実績または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・

保証するものではありません。また、税金・手数料等を考慮しておりません。 

◆ 本資料に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は、株式会社DMM Bitcoin または権利者に帰属します。お客様は、本資料に表

示されている情報をお客様自身のためにのみ利用するものとし、第三者への提供、再配信、複写もしくは加工したものを第三者に譲渡

または使用させることは出来ません。 

¶ 暗号資産（仮想通貨）は、日本円やドルなどのように国がその価値を保証している「法定通貨」ではありません。インターネット上で

やりとりされる電子データです。 

¶ 暗号資産（仮想通貨）は、価格が変動することがあります。暗号資産（仮想通貨）の価格が急落し、損をする可能性があります。 

¶ 暗号資産交換業者は金融庁・財務局への登録が必要です。利用する際は登録を受けた事業者か金融庁・財務局のホームページで確認し

てください。 

¶ 暗号資産（仮想通貨）の取引を行う場合、事業者が金融庁・財務局から行政処分を受けているかを含め、取引内容やリスク（価格変動

リスク、サイバーセキュリティリスク等）について、利用しようとする事業者から説明を受け、十分に理解するようにしてください。 

¶ 暗号資産（仮想通貨）や詐欺的なコインに関する相談が増えています。暗号資産（仮想通貨）の持つ話題性を利用したり、暗号資産

（仮想通貨）交換業の導入に便乗したりする詐欺や悪質商法にご注意ください。 

¶ 暗号資産（仮想通貨）は、支払いを受ける側の同意がある場合に限り、その支払いに使用することができます。 

¶ 暗号資産（現物・レバレッジ）の取引手数料は無料です。レバレッジ取引は建玉を翌営業日まで持ち越すと、建玉金額の0.04％がレバ

レッジ手数料として発生します。 

¶ 暗号資産（現物・レバレッジ）取引は、暗号資産（仮想通貨）価格の変動により損失が生じる可能性があります。レバレッジ取引にお

いては、預託した証拠金額を上回る取引が可能である一方、暗号資産（仮想通貨）の急激な価格変動等により、預託した証拠金額を上

回る損失が生じる可能性があります。 

¶ 暗号資産（仮想通貨）レバレッジ取引に必要な証拠金は、各銘柄とも取引の額に対して25%以上となります。 

¶ 暗号資産（現物・レバレッジ）の価格はスプレッド（売値（Bid）と買値（Ask）の差）があります。 

¶ 上記のリスクは、お取引の典型的なリスクを示したものです。取引に際しては契約締結前交付書面等をよくお読みいただき、それら内

容をご理解のうえ、お取引・出資の最終決定は、お客様ご自身の判断と責任で行ってください。 

 

商号：株式会社DMM Bitcoin  

暗号資産交換業 関東財務局長 第00010号 

第一種金融商品取引業 関東財務局長（金商） 第3189号 

加入協会：一般社団法人日本暗号資産取引業協会 


